
授業改善推進プラン（教科 美術科） 

             

昨年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

 専門的な表現技法や美術の知識

に関心をもち、制作に活かすことが

できた。発言や質問など、もっと積

極的に行わせて、授業の活性化を図

りたい。 

 自分なりのイメージをもって作

品の構想を練り、表現につなげよ

うとする姿勢が出てきた。時間を

意識して、計画的に作品が完成で

きるようにする。 

 題材を理解して意図的に制作し、

表現が深められていた。自由な発想

を生かして、さらに個性が磨いてい

けるとよい。 

 

学年毎の課題分析 

学年 生徒の実態 学力調査、授業アンケート等を受けての具体的な授業改善策 

第１回 第２回 

１年 

 

・学習内容に興味・関心をもって

活発に発言し、積極的に授業に

参加している。 

・自分から楽しんで制作に取り組

んでいる生徒が多い。 

 

 

・アドバイスをよく聞いて制作に生かそ

うとする姿勢がみられるので、さらに

個々の特性に応じた指導を深める。 

・学習プリントをよく活用して、テスト

の成果につなげられた生徒が多かった

ので、個人差が縮まるように、テスト

作成や学習の取り組み方を工夫・改善

していく。 

・作品制作時の授業規律を再確認し、公平

に巡回指導を行って、個別の指導に偏り

がないようにする。 

・自ら表現の工夫が引き出せるように助言

して、自発性を促す。 

・表現との関連性を意識した鑑賞活動を行

っていく。 

２年 

 

・発言など控えめだが、話はよく

聞いて、いつも真面目に授業に

取り組んでいる。 

・作品の発想や制作について、自

分の感覚で表現を工夫しようと

する姿勢が出てきた。 

・授業中の対話など、やり取りの場面を

増やして、授業の活性化を図る。 

・作品の制作時間が十分に確保できなか

ったので、早めに本制作に入れるよう

に、事前学習や構想の段階をスムーズ

に進めていく。 

・個別の指導は充実してできているので、

自ら構想する力や見る力を伸ばして、表

現が深められるようにする。 

・相互の作品鑑賞を通して、感じたことを

自分の言葉で伝え合い、交流を図る。 

３年 
・題材を意識して、早めに構想を

練ったり、材料を準備したりす

るなど、計画的な姿勢がみられ

るようになってきた。 

・授業中のコミュニケーションは

円滑だが、やや私語も多いの

で、切り替えて集中できるよう

にする。 

・自発的な発想や表現の工夫が引き出せ

るように指導・助言し、個性を活かし

た表現ができるようにする。 

・著名な美術家や、制作後の作品鑑賞な

どを通して、見る力や考える力が身に

付くようにする。 

・個性に応じた発想や表現の工夫がみられ

るようになってきたので、自分のイメー

ジに適した技法や手法が選択できるよう

に助言していく。 

・授業で用いている学習プリントや復習用

プリントの活用を徹底して、定期考査に

向けた取り組みを充実させる。 

 

 

今年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

   


